
　【研究上の特記事項】

木簡学会委員

　【学内活動】（学内職歴を含む）

通信教育部委員    剣道部顧問

① 共 2009 3

① 飛鳥から藤原、平
城京へ

単 2008 5

② 古代片岡と長屋王
家木簡

単 2008 10

③ 単 2008 11

『日本古代の郡衙
遺跡』

講演。長屋王家木簡を材料
に、片岡地域と王家の関わ
りについて述べた。

講演。奈良時代前半の歴史
を、３人の人物を通して論
じ、のちシンポジウムのパ
ネラーとして討論に参加し
た。

風月同天－聖武天
皇・光明皇后・長
屋王－

一条高校公開シンポ
ジウム

（その他）

雄山閣

奈良文化財研究所

香芝市二上山博物館

最終学歴

取得学位

所属学会

教務部長　　ＦＤ委員会　博物館委員会委員　　個人情報保護管理委員会委員　　

条里制・古代都市研究会の
編集委員の一人として、編
集を担当

（著書）

著書､学術論文等の名称
単著､
共著
の別

発行又は
発表の年月

木簡学会、日本史研究会、大阪歴史学会、東北史学会、日本歴史学会ほか

研究課題 古代都城制、木簡、奈良時代史、文献資料の研究

現在の専門分野

講演。古代における遷都に
ついて、特に藤原宮から平
城宮への遷都を中心に論じ
た。

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称
概　　　　　　　要

平　成　20　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　寺　崎　保　広

東北大学大学院文学研究科（博士課程後期）修了

博士（文学・東北大学）

日本古代史


